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消
防
団
任
命
式

任
命
式
は
毎
年
、
大
口
町
役
場
の

公
室
で
執
り
お
こ
な
わ
れ
、
分
団

長
を
は
じ
め
と
す
る
分
団
役
員
は
、

消
防
団
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
初
期
、
各
集
落
で
木
造

箱
型
の
竜
吐
水
が
備
え
ら
れ
、

火
災
警
備
の
強
化
の
組
織
づ
く

り
と
共
に
、
消
防
組
織
の
基
と

な
る
「
消
防
組
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

明
治
25
年
ご
ろ
、
各
集
落
で

腕
用
消
防
ポ
ン
プ
を
購
入
。
20

歳
か
ら
40
歳
前
後
の
男
子
が
各

家
庭
か
ら
1
人
ず
つ
消
防
組
に

加
入
し
、
万
一
に
備
え
る
と
同

時
に
、
地
域
の
安
全
に
つ
と
め

ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
3
月
に
施
行
さ
れ

た
消
防
組
織
法
に
よ
っ
て
大
口

町
消
防
団
が
自
治
消
防
と
な
り
、

今
年
で
73
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
９
分
団
と
予
防
啓

発
団
員
の
構
成
で
、
総
勢
89
名

の
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
そ
の
地
区
の
人

た
ち
で
構
成
さ
れ
、
年
齢
や
職

業
の
違
う
人
た
ち
が
「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ひ
と
た
び
建
物
火
災
が
起
き

る
と
、
職
場
や
家
庭
か
ら
駆
け

つ
け
、
丹
羽
消
防
署
と
連
携
し

て
消
火
活
動
や
火
災
現
場
周
辺

の
交
通
整
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

消
防
職
員
は
鎮
火
を
確
認
す
る

と
、
次
の
火
災
に
備
え
帰
署
す

消
防
ポ
ン
プ
基
本
操
作
訓
練

実
践
操
法
訓
練

水
防
訓
練

水
防
訓
練
（
尾
張
水
害
予
防
組
合
主

催
）
は
、
台

風
・
大
雨
等

に
よ
る
水
害

時
に
迅
速
・

的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う

訓
練
し
ま

す
。

地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
消
防
団

員
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
と
と
も
に
、
消
防
職
員
・
団

員
の
士
気
高
揚
を
目
的
に
お
こ
な

い
ま
す
。
防

災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動

し
て
い
る
消

防
団
の
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

一
年
の
無
災
害
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
消
防
職
員
・
団
員
の
士
気

を
高
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
・

防
災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
目

的
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
徒

歩
部
隊
と
車
両
部
隊
か
ら
成
る
分

列
行
進
、
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一

斉
放
水
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

大
口
町
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

火
災
予
防
町
内
啓
発

５月６月８月11月12月１月３月 ４月

消
防
ポ
ン
プ
中
継
訓
練

消
防
観
閲
式

年
末
夜
警

丹
羽
郡
消
防
出
初
式

園
児
防
火
パ
レ
ー
ド

大
口
町
消
防
団
の
歴
史

高
ま
る
消
防
団
の
重
要
性

る
た
め
、
消
防
団

員
は
残
火
処
理
を

お
こ
な
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
災
害
時
に
は

救
助
活
動
、
平
時
に
は
各
種

訓
練
、
ま
た
、
行
方
不
明
者
が

出
た
場
合
は
、
役
場 

町
民
安
全

課
と
連
携
し
て
捜
索
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
日
本
各
地
で
地

震
や
豪
雨
災
害
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
災
害
時
は
、
消
防
団
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
力
が
一

番
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
が
持
つ
、「
地
域
密
着

性
（
地
域
に
詳
し
い
）」、「
日
頃

の
訓
練
で
災
害
時
の
技
能
・
知

識
を
習
得
し
て
い
る
」
と
い
う

特
性
は
、
災
害
時
に
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
と
、
改
め
て
消
防

団
の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

新
入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

消
防
団
は
地
域
の
防
災
に
欠

　

消
防
団
は
平
時
、
小
型
ポ
ン
プ
（
可

搬
ポ
ン
プ
と
も
呼
ば
れ
、
持
ち
運
び
で

き
る
大
き
さ
の
消
防
用
ポ
ン
プ
）
の
取

扱
い
や
操
作
の
手
順
を
習
得
す
る
操
法

訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
、
操
法
大
会
が
町
民
会
館

駐
車
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
ま
す
。
競
技
は
、「
放
水
始

め
ッ
！
」
の
号
令
か
ら
少
し
で
も
早
く

消
防
ホ
ー
ス
を
の
ば
し
標
的
（
火
点
）

に
放
水
、
的
確
に
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
各
番
員
ご
と
に
審
査
員
（
消

防
署
職
員
）
が
つ
き
、
消
防
操
法
の
基

準
と
消
防
訓
練
礼
式
の
基
準
に
基
づ
き
、

「
既
定
の
線
を
は
み
出
し
て
い
な
い
か
」

「
キ
レ
イ
な
姿
勢
か
」「
器
具
の
操
作
は

適
切
か
」
な
ど
多
く
の
箇
所
を
入
念
に

審
査
さ
れ
ま
す
。
指
先
が
曲
が
っ
て
い

た
り
開
い
て
い
た
り
、
足
が
揃
っ
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
と
減
点
に
な
り
ま
す
。

町
の
操
法
大
会
は
４
名
の
団
員
で
構
成

▽
指
揮
者
（
全
体
の
指
揮
・
号
令
等
）

▽
１
番
員
（
消
防
ホ
ー
ス
の
展
張
等
）

▽
２
番
員
（
吸
管
の
伸
長
や
と
び
口
搬
送
等
）

▽
３
番
員
（
送
水
の
た
め
の
ポ
ン
プ
操
作
等
）

消
防
団
の
団
結
力
の
源

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
一
部
の
行
事
を
中
止
し
ま
し
た
。

※

か
せ
な
い
存

在
で
す
が
、
大
口

町
消
防
団
は
、
現
在
、

団
員
の
高
年
齢
化
と
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
団
員
が
少
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
昔
と
比
べ
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

団
員
の
確
保
は
地
域
防
災
力

の
向
上
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
安

全
安
心
な
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　

　

消
防
団
は
、
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。
入
団
資

格
は
、
年
齢
18
歳
以
上
で
大
口

町
に
居
住
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
入
団
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課
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昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
６
月
13
日
（
日
）（
少

雨
決
行
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
町
民

会
館
第
１
駐
車
場
（
役
場
前
）
で
開
催

予
定
で
す
。

　

各
地
域
の
消
防
団
員
た
ち
の
勇
姿
、

そ
し
て
訓
練
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

地
域
の
た
め
に…

　

そ
の
想
い
が
防
災
力
に

　

消
防
団
の
活
動
は
消
防
訓
練
だ
け
で

な
く
、
各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

消
防
団
と
一
緒
に
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

り
ゅ
う
ど
す
い

わ
ん
よ
う

消防団
車庫マップ

大
口
町
消
防
団
の

主
な
活
動

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

大
口
町
消
防
団

明治初期の大口消防組半てん

防火腕用ポンプ

明治初期の大口消防組半てん

防火腕用ポンプ

令和２年度 (4月 ) 消防団員数
幹部 予防啓発員 秋田 豊田 大屋敷 外坪 河北 余野 上小口 中小口 下小口

平均年齢

人数

合計

３ 10 9 4 6 11 10 9 10 7 10 89
53.3 48.3 38.7 36.8 41.2 36.5 38.3 39.3 40.0 38.4 34.3 39.7

人

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

消
防
団

火
処
理
を

う
こ
と
も
あ

他
、
災
害
時
に
は

動
、
平
時
に
は
各
種

ま
た
、
行
方
不
明
者
が

合
は
、
役
場
町
民
安
全

携
し
て
捜
索
し
ま
す
。

か
せ
な
い
存

在
で
す
が
、
大
口

消防団
車庫マップ

消防署

大口町役場

消防署

秋田分団
豊田分団 秋田分団

大屋敷分団

外坪分団

下小口
分団

中小口
分団

上小口分団

余野分団

河
北
分
団
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入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

消
防
団
は
地
域
の
防
災
に
欠

　

消
防
団
は
平
時
、
小
型
ポ
ン
プ
（
可

搬
ポ
ン
プ
と
も
呼
ば
れ
、
持
ち
運
び
で

き
る
大
き
さ
の
消
防
用
ポ
ン
プ
）
の
取

扱
い
や
操
作
の
手
順
を
習
得
す
る
操
法

訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
、
操
法
大
会
が
町
民
会
館

駐
車
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
ま
す
。
競
技
は
、「
放
水
始

め
ッ
！
」
の
号
令
か
ら
少
し
で
も
早
く

消
防
ホ
ー
ス
を
の
ば
し
標
的
（
火
点
）

に
放
水
、
的
確
に
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
各
番
員
ご
と
に
審
査
員
（
消

防
署
職
員
）
が
つ
き
、
消
防
操
法
の
基

準
と
消
防
訓
練
礼
式
の
基
準
に
基
づ
き
、

「
既
定
の
線
を
は
み
出
し
て
い
な
い
か
」

「
キ
レ
イ
な
姿
勢
か
」「
器
具
の
操
作
は

適
切
か
」
な
ど
多
く
の
箇
所
を
入
念
に

審
査
さ
れ
ま
す
。
指
先
が
曲
が
っ
て
い

た
り
開
い
て
い
た
り
、
足
が
揃
っ
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
と
減
点
に
な
り
ま
す
。

町
の
操
法
大
会
は
４
名
の
団
員
で
構
成

▽
指
揮
者
（
全
体
の
指
揮
・
号
令
等
）

▽
１
番
員
（
消
防
ホ
ー
ス
の
展
張
等
）

▽
２
番
員
（
吸
管
の
伸
長
や
と
び
口
搬
送
等
）

▽
３
番
員
（
送
水
の
た
め
の
ポ
ン
プ
操
作
等
）

消
防
団
の
団
結
力
の
源

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
一
部
の
行
事
を
中
止
し
ま
し
た
。

※

か
せ
な
い
存

在
で
す
が
、
大
口

町
消
防
団
は
、
現
在
、

団
員
の
高
年
齢
化
と
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
団
員
が
少
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
昔
と
比
べ
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

団
員
の
確
保
は
地
域
防
災
力

の
向
上
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
安

全
安
心
な
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　

　

消
防
団
は
、
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。
入
団
資

格
は
、
年
齢
18
歳
以
上
で
大
口

町
に
居
住
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
入
団
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課
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昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
６
月
13
日
（
日
）（
少

雨
決
行
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
町
民

会
館
第
１
駐
車
場
（
役
場
前
）
で
開
催

予
定
で
す
。

　

各
地
域
の
消
防
団
員
た
ち
の
勇
姿
、

そ
し
て
訓
練
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

地
域
の
た
め
に…

　

そ
の
想
い
が
防
災
力
に

　

消
防
団
の
活
動
は
消
防
訓
練
だ
け
で

な
く
、
各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

消
防
団
と
一
緒
に
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

り
ゅ
う
ど
す
い

わ
ん
よ
う

消防団
車庫マップ

大
口
町
消
防
団
の

主
な
活
動

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

大
口
町
消
防
団

明治初期の大口消防組半てん

防火腕用ポンプ
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こ
と
も
あ

他
、
災
害
時
に
は

動
、
平
時
に
は
各
種

ま
た
、
行
方
不
明
者
が

合
は
、
役
場
町
民
安
全
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し
て
捜
索
し
ま
す
。

か
せ
な
い
存

在
で
す
が
、
大
口
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消
防
団
任
命
式
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命
式
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執
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こ
な
わ
れ
、
分
団

長
を
は
じ
め
と
す
る
分
団
役
員
は
、

消
防
団
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
す
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９
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89
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っ
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ま
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ち
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い
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ま
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防
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。
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リ
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し
て
活
動
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る
消

防
団
の
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
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。
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・
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一
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。
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令和２年度 (4月 ) 消防団員数
幹部 予防啓発員 秋田 豊田 大屋敷 外坪 河北 余野 上小口 中小口 下小口

平均年齢

人数

合計

３ 10 9 4 6 11 10 9 10 7 10 89
53.3 48.3 38.7 36.8 41.2 36.5 38.3 39.3 40.0 38.4 34.3 39.7

人

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

消
防
団

火
処
理
を

う
こ
と
も
あ

他
、
災
害
時
に
は

動
、
平
時
に
は
各
種

ま
た
、
行
方
不
明
者
が

合
は
、
役
場
町
民
安
全

携
し
て
捜
索
し
ま
す
。

か
せ
な
い
存

在
で
す
が
、
大
口

消防団
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消防署

大口町役場

消防署

秋田分団
豊田分団 秋田分団

大屋敷分団

外坪分団

下小口
分団

中小口
分団

上小口分団

余野分団

河
北
分
団
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